
特
集
　
輸
出
加
速
し
食
品
市
場
開
拓
　

「
稼
ぐ
力
」の
強
化
へ
海
外
市
場
開
拓
を
支
援

政
府
の
輸
出
額
目
標
、30
年
に
５
兆
円

　

安
倍
政
権
が
２
０
１
３
年
に
農
林
水
産
物
の
輸
出
拡

大
な
ど「
攻
め
の
農
林
水
産
業
」を
打
ち
出
し
て
か
ら
10

年
余
り
。農
林
水
産
物
と
食
品
の
輸
出
額
は
順
調
に
伸

び
、24
年
の
農
林
水
産
物
・
食
品
の
輸
出
額
は
１
兆
５

０
７
１
億
円
と
12
年
の
３
・
35
倍
に
膨
ら
ん
だ
。一
層

の
輸
出
拡
大
を
め
ざ
し
て
、25
年
の
食
料
・
農
業
・
農
村

基
本
計
画
で
は
、30
年
ま
で
に
輸
出
額
を
５
兆
円
に
す

る
政
府
目
標
を
設
定
し
た
。

　

し
か
し
、こ
れ
ま
で
の
増
加
ペ
ー
ス
の
ま
ま
で
は
目

標
の
５
兆
円
達
成
は
難
し
い
。今
ま
で
以
上
に
増
加
ス

ピ
ー
ド
を
上
げ
る
施
策
が
必
要
に
な
っ
て
い
る
。そ
こ

で
政
府
は
目
標
を
達
成
す
る
た
め
に
25
年
５
月
、「
農
林

水
産
物
・
食
品
の
輸
出
拡
大
実
行
戦
略
」を
改
定
し
た
。

　

輸
出
拡
大
実
行
戦
略
で
は
、国
内
輸
出
産
地
の
育
成
、

生
産
基
盤
の
強
化
、戦
略
的
サ
プ
ラ
イ
チ
ェ
ー
ン
に
よ

る
高
付
加
価
値
化
な
ど
、構
造
的
な
輸
出
基
盤
の
強
靭

化
を
推
進
し
、「
農
林
水
産
物
・
食
品
の
輸
出
拡
大
」を

加
速
さ
せ
る
ほ
か
、新
た
に「
食
品
産
業
の
海
外
展
開
」

と「
イ
ン
バ
ウ
ン
ド（
訪
日
外
国
人
客
）に
よ
る
食
関
連

消
費
の
拡
大
」の
二
つ
の
施
策
を
進
め
る
こ
と
と
し
た
。

こ
れ
ら
三
つ
の
柱
が
連
携
し
、お
互
い
に
相
乗
効
果
を

生
み
な
が
ら「
海
外
か
ら
稼
ぐ
力
」を
強
化
す
る
戦
略
だ

（
図
１
）。

　

農
林
水
産
物
・
食
品
の
輸
出
額
は
、日
本
食
レ
ス
ト

ラ
ン
数
の
増
加
と
ほ
ぼ
並
行
し
て
増
え
て
お
り
、こ
う

し
た
食
品
産
業
の
海
外
展
開
は
農
林
水
産
物
・
食
品
の

輸
出
額
を
け
ん
引
す
る
。イ
ン
バ
ウ
ン
ド
は
、日
本
に
お

金
を
払
っ
て
味
見
し
に
来
て
い
た
だ
い
て
い
る
よ
う
な

も
の
で
あ
り
、帰
国
後
も
日
本
産
食
材
を
手
に
取
っ
て

く
れ
る
よ
う
に
な
れ
ば
、農
林
水
産
物
・
食
品
の
輸
出

に
結
び
つ
く
。

　

こ
の
た
め
実
行
戦
略
で
は
、30
年
ま
で
の
輸
出
額
目

標
５
兆
円
の
ほ
か
、食
品
産
業
の
海
外
展
開
で
３
兆
円

（
23
年
１・７
兆
円
）、イ
ン
バ
ウ
ン
ド
消
費
は
４・５
兆
円

（
24
年
２・３
兆
円
）に
増
や
す
目
標
を
設
定
し
て
い
る
。

重
要
な
供
給
力
の
強
化

　

輸
出
の
拡
大
に
は
、「
海
外
需
要
の
拡
大
」と「
供
給
力

の
向
上
」を
車
の
両
輪
で
進
め
る
必
要
が
あ
る
。な
か
で

も
重
要
な
の
が
農
林
水
産
物
の
供
給
力
向
上
だ
。輸
出

の
初
期
段
階
は
需
要
の
開
拓
が
大
切
だ
が
、発
展
段
階

に
入
る
と
供
給
力
が
モ
ノ
を
い
う
。輸
出
の
拡
大
に
は
、

安
定
的
に
生
産
・
輸
出
す
る
農
林
水
産
物
の
産
地
や
事

業
者
を
増
や
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　

世
界
の
農
畜
水
産
物
の
生
産
額
に
占
め
る
輸
出
額
の

割
合
を
比
較
す
る
と
、米
国
は
10
％
、カ
ナ
ダ
41
％
、フ

1999年東京大学農学部卒業後、農林水産省入省。在米国
日本大使館一等書記官、大臣官房国際部国際専門官（TPP
交渉担当）、食料産業局国際交渉室長、輸出・国際局輸出産
地形成室長、在米国日本大使館参事官を経て、2025年７月
より現職。東京都出身。

さだかね たかし

貞包 隆司 SADAKANE Takashi

農林水産省 輸出・国際局 輸出企画課長

順
調
に
伸
び
て
き
た
日
本
の
農
林
水
産
物
・
食
品
の
輸
出
が
転
換
期
を
迎
え
て
い
る
。従

来
の
商
流
が
飽
和
状
態
に
な
り
、さ
ら
に
輸
出
額
を
増
や
す
に
は
海
外
の
商
流
へ
の
参
入

な
ど
新
た
な
市
場
開
拓
が
必
要
に
な
る
。輸
出
産
地
の
拡
大
、サ
プ
ラ
イ
チ
ェ
ー
ン
の
充
実

な
ど「
海
外
か
ら
稼
ぐ
力
」の
拡
大
に
向
け
、政
府
も
ギ
ア
を
一
段
切
り
上
げ
た
。
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現地で用いる原材料の
輸出をけん引

ECサイト・現地スーパーなどでの
食体験を通じ、訪日意欲を喚起

日本食・食文化
の現地での浸透

「本場」の食体験を通じ、
日本食のファンに

現地の日本食レストランなどでの
食体験を通じ、訪日意欲を喚起

食品産業の海外展開による収益額 「本場」の食体験を通じ、
日本食を身近に楽しむ

インバウンドによる食関連消費額

農林水産物・食品の
輸出拡大

食品産業の
海外展開

インバウンドによる
食関連消費の拡大

【現状】1.7 兆円 (23 年）
　 【目標】３兆円（30年）

【現状】2.3 兆円（24年）
　 【目標】4.5 兆円（30年）

農林水産物・食品の輸出額
【現状】1.5 兆円（2024年）　【目標】５兆円（2030年）

資料：農林水産省2025年12月「農林水産物・食品の輸出拡大等による『海外から稼ぐ力』の強化」

図１　輸出拡大等による「海外から稼ぐ力」の強化 ラ
ン
ス
23
％
、オ
ラ
ン
ダ
は
１
５
１
％
に
対
し
、日
本
は

２
％
に
す
ぎ
ず
、韓
国（
５
％
）に
も
及
ば
な
い
。日
本
は

国
内
市
場
が
大
き
い
こ
と
も
あ
る
だ
ろ
う
が
、国
内
向

け
農
産
物
の
一
部
を
輸
出
に
回
す
と
い
っ
た
意
識
が
強

く
、輸
出
の
拡
大
を
阻
ん
で
い
る
。

　

世
界
市
場
を
相
手
に
す
る
海
外
の
巨
大
流
通
企
業
の

発
注
量
は
想
像
以
上
に
大
き
い
。あ
る
外
資
系
ス
ー

パ
ー
が
発
注
し
て
き
た
パ
ッ
ク
詰
め
の
冷
凍
焼
き
芋
の

量
が
、鹿
児
島
県
の
年
間
生
産
量
に
匹
敵
す
る
規
模

だ
っ
た
と
い
っ
た
話
も
あ
る
。海
外
ス
ー
パ
ー
に
納
入

す
る
に
は
、一
定
の
価
格
で
大
量
に
供
給
で
き
な
い
と
、

輸
出
は
諦
め
ざ
る
を
得
な
い
。

　

こ
の
よ
う
な
供
給
面
で
の
課
題
を
解
決
す
る
に
は
、

輸
出
志
向
型
の
大
規
模
産
地
の
育
成
が
急
務
だ
。

２
０
２
５
年
の
食
料
・
農
業
・
農
村
基
本
計
画
で
は
、輸

出
額
５
兆
円
の
目
標
を
達
成
す
る
に
は「
初
動
５
年
間

で
の
農
業
の
構
造
の
集
中
的
な
転
換
」が
必
要
と
し
て
、

農
畜
産
物
を
輸
出
す
る
大
規
模
な
産
地
数
を
24
年
の
65

産
地
か
ら
30
年
に
は
２
５
９
産
地
に
拡
大
す
る
こ
と
と

し
た
。こ
れ
ら
の
産
地
が
輸
出
目
標
額
の
過
半
を
担
う

体
制
を
め
ざ
し
て
い
る
。

　

例
え
ば
、農
業
法
人
の
ア
グ
ベ
ル
株
式
会
社（
山
梨

市
）は
、農
水
省
の
事
業
を
活
用
し
、耕
作
放
棄
地
で
モ

モ
を
栽
培
。周
辺
の
生
産
者
と
協
力
し
て
供
給
力
を
高

め
る
と
と
も
に
、海
外
ま
で
ワ
ン
ス
ト
ッ
プ
で
輸
出
で

き
る
体
制
を
整
備
し
て
香
港
や
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
、台
湾
、

ア
ラ
ブ
首
長
国
連
邦（
Ｕ
Ａ
Ｅ
）な
ど
に
輸
出
し
て
い
る
。

　

こ
う
し
た
特
定
の
産
地
を
集
中
支
援
す
る
の
は
食
品

安
全
上
の
課
題
を
ク
リ
ア
す
る
狙
い
も
あ
る
。食
品
安

全
基
準
は
輸
出
先
国
・
地
域
に
よ
っ
て
異
な
り
、時
に

は
相
手
国
の
管
理
官
が
圃ほ

場
を
視
察
す
る
こ
と
も
あ
る
。

特
に
農
薬
規
制
は
厳
し
い
。隣
接
す
る
圃
場
の
農
薬
が

流
れ
込
む
ド
リ
フ
ト
問
題
を
ク
リ
ア
す
る
に
は
、圃
場

の
規
模
が
ま
と
ま
っ
た
ほ
う
が
管
理
し
や
す
い
。

　

そ
の
一
つ
が
宮
崎
県
の「
み
か
ん
輸
出
コ
ン
ソ
ー
シ
ア

ム
」だ
。温
州
み
か
ん
を
生
産
す
る
株
式
会
社
ネ
イ
バ
ー

フ
ッ
ド（
宮
崎
市
）を
中
心
に
生
産
者
や
流
通
企
業
で
構

成
す
る
共
同
事
業
体
で
、輸
出
先
国
・
地
域
の
残
留
農
薬

規
制
に
対
応
す
る
た
め
、独
自
の
防
除
暦
を
作
成
。残
留

農
薬
検
査
を
実
施
し
て
台
湾
や
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
な
ど
に

温
州
み
か
ん
を
輸
出
す
る
。さ
ら
に
熊
本
県
や
佐
賀
県
、

和
歌
山
県
の
生
産
者
と
連
携
し
て
産
地
間
の
リ
レ
ー
出

荷
体
制
を
つ
く
り
供
給
を
安
定
さ
せ
て
い
る
。Ａ
Ｉ
カ

メ
ラ
付
き
光
セ
ン
サ
ー
や
光
殺
菌
機
な
ど
を
導
入
し
た

選
別
で
、廃
棄
ロ
ス
の
削
減
に
も
取
り
組
ん
で
い
る
。

オ
ー
ル
ジ
ャ
パ
ン
の
強
み
を
生
か
す

　
「
輸
出
拡
大
」の
も
う
一
つ
の
車
輪
と
な
る「
海
外
需

要
の
拡
大
」も
新
し
い
局
面
に
差
し
掛
か
っ
て
い
る
。一

つ
は
産
地
ご
と
の
ブ
ラ
ン
ド
の
問
題
だ
。日
本
は
イ
チ

ゴ
や
ミ
カ
ン
な
ど
の
国
内
の
産
地
間
競
争
を
海
外
市
場

に
持
ち
込
み
、海
外
市
場
で
消
耗
戦
を
繰
り
広
げ
て
い

る
。し
か
し
、よ
ほ
ど
の
日
本
通
で
な
い
限
り
、産
地
ご

と
の
ブ
ラ
ン
ド
や
品
質
の
違
い
を
知
る
海
外
の
消
費
者

は
少
な
い
。各
産
地
の
枠
を
超
え
、オ
ー
ル
ジ
ャ
パ
ン
の

ブ
ラ
ン
ド
で
取
り
組
む
必
要
が
あ
る
。

　

海
外
で
は
米
国
が「
ア
メ
リ
カ
ン
ビ
ー
フ
」、韓
国
は

「
Ｋ
‒
フ
ー
ズ
」な
ど
国
ご
と
に
一
本
化
し
た
ブ
ラ
ン
ド

で
輸
出
市
場
を
開
拓
し
て
い
る
。米
国
で
は
民
間
業
者

か
ら
輸
出
牛
１
頭
ご
と
に「
チ
ェ
ッ
ク
オ
フ
」と
呼
ば
れ

る
資
金
を
拠
出
さ
せ
、政
府
の
拠
出
金
と
合
わ
せ
て
、輸

出
先
で
の
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
活
動
な
ど
に
充
て
て
い
る
。

日
本
も「
ジ
ャ
パ
ン
・
ブ
ラ
ン
ド
」で
一
本
化
す
る
べ
き

だ
ろ
う
。

　

そ
こ
で
農
水
省
は
、海
外
で
評
価
さ
れ
、輸
出
拡
大
余

地
が
大
き
い
31
品
目
を
輸
出
重
点
品
目
に
選
定
。牛
肉
、

鶏
卵
、果
樹
、味
噌
・
し
ょ
う
ゆ
、茶
、ホ
タ
テ
貝
な
ど
品

目
ご
と
に
国
・
地
域
別
の
目
標
、輸
出
産
地
数
、課
題
と

特集　輸出加速し食品市場開拓
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継続性の確保

ローカルスタッフ
により長期的な
取組や人脈構築を

実施

専門性の確保

プラットフォーム（輸出先国・地域における公的支援）

専門人材の
登用促進や
人材育成を
強化

連携の確保

関係部局が共同
して輸出拡大の
ための調査を
実施

地域の主体性
の確保

PF協議会

外務省、経産省、国税庁などの関係省庁農林水産省　輸出・国際局

JETRO、JFOODO

品目団体、GFP*、地方公共団体など
*GFP：農林水産物・食品輸出プロジェクト

ネットワーク構築支援

我が国への
還元

地域の実態に
即した活動を
積極的に実施

継続的・専門的に
支援

互いに
密接に連携JETRO海外事務所

在外公館 JFOODO海外代表

・ 国内品目団体へのトレンド情
報提供

・ 新規規制情報を政府間協議に
反映

・ オールジャパンでのプロモー
ション支援

・ 効果的PR実施のための助言
の提供

・ 模倣品に係る疑義情報受付、
相談対応

・ 現地法人
・ 現地食品事業者
・ 現地レストラン　　など

・ 将来的な協議会への参加に
関心を有する関係者　など

現地主体の活動に対する
現地法人・レストランなどのニーズを踏まえた現地発支援

連携・情報共有

密接に連携

連携
体制
を構
築

ローカルスタッフ

資料：農林水産省2025年12月「農林水産物・食品の輸出拡大等による『海外から稼ぐ力』の強化」

図２　輸出プラットフォームのイメージ 対
応
策
を
策
定
し
て
輸
出
を
促
進
す
る
戦
略
に
取
り
組

ん
で
い
る
。

　

２
０
２
２
年
に
は「
認
定
農
林
水
産
物
・
食
品
輸
出

促
進
団
体（
認
定
品
目
団
体
）」制
度
も
発
足
さ
せ
た
。輸

出
品
目
ご
と
に
生
産
か
ら
販
売
ま
で
の
関
係
者
が
連
携

し
て
輸
出
を
促
進
す
る
団
体
を
認
定
。認
定
団
体
は

個
々
の
産
地
や
事
業
者
間
で
は
調
整
が
難
し
い
ジ
ャ
パ

ン
・
ブ
ラ
ン
ド
に
よ
る
共
同
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
や
市
場

調
査
、輸
出
用
包
装
資
材
の
統
一
な
ど
を
進
め
る
。産
地

が
一
体
に
な
れ
ば
、収
穫
時
期
の
異
な
る
産
地
間
の
リ

レ
ー
な
ど
途
切
れ
の
な
い
輸
出
も
可
能
に
な
る
。

　

現
在
は
31
の
輸
出
重
点
品
目
の
う
ち
、ウ
ィ
ス
キ
ー

や
清
涼
飲
料
水
な
ど
３
品
目
を
除
く
、28
品
目
15
団
体

が
認
定
さ
れ
て
お
り
、農
水
省
は
品
目
団
体
輸
出
力
強

化
支
援
事
業
な
ど
で
優
先
的
に
支
援
し
て
い
る
。

輸
出
支
援
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
の
支
援

　

農
林
水
産
物
・
食
品
の
輸
出
拡
大
に
は
輸
出
先
国
・

地
域
な
ど
で
の
政
府
の
支
援
が
欠
か
せ
な
い
。米
国
で

は
大
使
館
な
ど
在
外
公
館
に
農
務
省
の
職
員
が
常
駐
し
、

民
間
団
体
と
一
体
に
な
っ
て
輸
出
先
国
・
地
域
で
プ
ロ

モ
ー
シ
ョ
ン
を
展
開
し
て
い
る
。ノ
ル
ウ
ェ
ー
も
サ
ー

モ
ン
の
輸
出
で
官
民
が
連
携
し
て
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
に

取
り
組
み
、日
本
の
寿
司
市
場
へ
の
売
り
込
み
に
成
功

し
た
。

　

輸
出
や
食
品
産
業
の
海
外
展
開
に
は
地
域
ニ
ー
ズ
や

現
地
の
規
制
な
ど
を
踏
ま
え
た
専
門
性
の
高
い
サ
ポ
ー

ト
が
求
め
ら
れ
る
。政
府
は
、海
外
市
場
や
事
業
ス
テ
ー

ジ
に
応
じ
た
伴
走
支
援
体
制
を
構
築
す
る
た
め
、米
国
、

香
港
、台
湾
、シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
な
ど
の
主
要
な
輸
出
先

国
・
地
域
に「
輸
出
支
援
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
」を
設
置

し
た
。同
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
は
在
外
公
館
や
日
本
貿

易
振
興
機
構（
ジ
ェ
ト
ロ
）海
外
事
務
所
、Ｊ
Ｆ
Ｏ
Ｏ
Ｄ

Ｏ（
日
本
食
品
海
外
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
セ
ン
タ
ー
）の
海

外
駐
在
員
な
ど
で
構
成
さ
れ
、専
門
家
の
派
遣
な
ど
輸

出
事
業
者
を
支
援
し
て
い
る（
図
２
）。

　

タ
ー
ゲ
ッ
ト
に
す
る
輸
出
先
国
・
地
域
は
、米
国
、香

港
、台
湾
、ベ
ト
ナ
ム
な
ど
輸
出
額
の
上
位
10
カ
国
・
地

域
だ
。過
去
10
年
間
の
輸
出
額
の
推
移
を
み
る
と
、東
京

「稼ぐ力」の強化へ海外市場開拓を支援
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電
力
福
島
第
一
原
発
の
Ａ
Ｌ
Ｐ
Ｓ
処
理
水
の
海
洋
放
出

に
よ
り
、日
本
産
水
産
物
の
輸
入
を
禁
止
し
た
中
国
が

ラ
ン
ク
を
下
げ
る
な
ど
順
位
の
入
れ
替
わ
り
は
あ
る
が
、

上
位
10
カ
国
・
地
域
の
メ
ン
バ
ー
は
変
わ
ら
な
い
。こ

の
10
カ
国
・
地
域
を
ベ
ー
ス
に
、Ｅ
Ｕ
や
中
東
諸
国
な

ど
輸
出
先
の
多
角
化
を
め
ざ
す
。

　

特
に
中
東
諸
国
は
ハ
ラ
ー
ル
認
証
の
取
得
な
ど
ハ
ー

ド
ル
は
高
い
が
、輸
出
の
伸
び
し
ろ
は
大
き
い
と
い
わ

れ
る
。ク
リ
ー
ム
パ
ン
な
ど
を
製
造
販
売
す
る
株
式
会

社
八
天
堂（
広
島
県
三
原
市
）は
マ
レ
ー
シ
ア
で
現
地
企

業
と
連
携
し「
く
り
ー
む
パ
ン
」の
ハ
ラ
ー
ル
認
証
を
取

得
し
、シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
や
マ
レ
ー
シ
ア
、カ
ナ
ダ
な
ど
に

出
店
し
た
。２
０
２
３
年
か
ら
は
米
国
や
フ
ィ
リ
ピ
ン

へ
日
本
で
製
造
し
た「
く
り
ー
む
パ
ン
」の
輸
出
に
も
乗

り
出
し
て
い
る
。

　

主
要
輸
出
先
国
・
地
域
の
う
ち
米
国
や
香
港
の
日
系

ス
ー
パ
ー
な
ど
で
は
日
本
産
食
品
が
飽
和
状
態
で
、新

た
に
商
品
を
投
入
し
よ
う
と
す
る
と
、既
存
の
商
品
を

外
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
状
態
に
陥
っ
て
い
る
。こ
う

し
た
状
況
を
打
破
す
る
た
め
に
は
新
た
に
海
外
の
ス
ー

パ
ー
や
レ
ス
ト
ラ
ン
な
ど
外
資
系
の
商
流
に
参
入
し
、

市
場
を
開
拓
し
て
い
く
し
か
な
い
。ウ
ォ
ル
マ
ー
ト
や

コ
ス
ト
コ
の
よ
う
な
欧
米
系
の
大
手
ス
ー
パ
ー
へ
の
納

入
、あ
る
い
は
欧
州
の
フ
レ
ン
チ
や
イ
タ
リ
ア
ン
レ
ス

ト
ラ
ン
な
ど
の
食
材
に
使
わ
れ
な
い
と
、輸
出
は
伸
び

な
い
。

　

新
た
な
商
流
参
入
の
課
題
は
輸
出
価
格
の
引
き
下
げ

だ
。こ
れ
ま
で
の
農
林
水
産
物
・
食
品
の
輸
出
は
高
所

得
層
を
タ
ー
ゲ
ッ
ト
に
し
た
付
加
価
値
の
高
い
商
品
が

主
流
だ
っ
た
が
、外
資
系
の
商
流
に
拡
大
す
る
た
め
に

は
人
口
の
多
い
中
間
層
、い
わ
ゆ
る
ボ
リ
ュ
ー
ム
ゾ
ー

ン
を
対
象
に
せ
ざ
る
を
得
な
い
。そ
れ
に
は
、一
定
の
品

質
を
維
持
し
な
が
ら
一
定
の
価
格
で
安
定
的
に
供
給
す

る
必
要
が
あ
る
。

　

例
え
ば
、コ
メ
の
場
合
、香
港
や
台
湾
の
よ
う
な
米
食

文
化
の
地
域
で
は
日
本
産
米
の
味
の
よ
さ
を
理
解
で
き

る
だ
ろ
う
。だ
が
、米
食
文
化
の
な
い
米
国
の
寿
司
店
な

ど
は
、日
本
産
米
が
高
け
れ
ば
安
価
な
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ

ア
米
に
流
れ
て
し
ま
う
。国
内
の
輸
出
産
地
を
形
成
し

生
産
効
率
を
上
げ
、輸
出
コ
ス
ト
を
抑
え
、国
内
価
格
に

左
右
さ
れ
ず
に
供
給
す
る
必
要
が
あ
る
。

海
外
商
流
参
入
へ
サ
プ
ラ
イ
チ
ェ
ー
ン
強
化

　

こ
れ
ま
で
、輸
出
拡
大
策
と
し
て「
海
外
需
要
の
拡

大
」と「
供
給
力
の
向
上
」と
い
う
車
の
両
輪
を
み
て
き

た
が
、新
し
い
商
流
へ
の
参
入
に
は
サ
プ
ラ
イ
チ
ェ
ー

ン
の
強
化
が
欠
か
せ
な
い
。日
本
産
食
品
の
強
み
は
品

質
の
高
さ
に
あ
る
。高
品
質
を
維
持
し
な
が
ら
輸
出
す

る
に
は
、物
流
や
加
工
、品
質
管
理
な
ど
サ
プ
ラ
イ

チ
ェ
ー
ン
の
支
え
が
不
可
欠
だ
。コ
ン
テ
ナ
の
共
同
利

用
や
輸
送
ル
ー
ト
の
見
直
し
な
ど
物
流
コ
ス
ト
の
削
減

に
も
つ
な
が
る
。農
水
省
は
輸
出
食
品
の
付
加
価
値
向

上
に
結
び
付
く
サ
プ
ラ
イ
チ
ェ
ー
ン
の
構
築
に
向
け
た

モ
デ
ル
的
な
取
り
組
み
を
支
援
し
て
い
る
。

　

例
え
ば
、タ
イ
・
ド
バ
イ
水
産
現
地
マ
ー
ケ
ッ
ト
新
規

開
拓
協
議
会
は
、農
水
省
の
事
業
を
活
用
し
、ス
キ
ン

パ
ッ
ク
を
利
用
し
た
輸
出
先
国
・
地
域
の
消
費
者
向
け

新
商
品
の
開
発
に
取
り
組
む
と
と
も
に
、保
冷
剤
を
利

用
し
た
低
コ
ス
ト
の
コ
ー
ル
ド
チ
ェ
ー
ン
の
確
立
を
進

め
て
い
る
。ト
レ
ー
サ
ビ
リ
テ
ィ（
追
跡
可
能
性
）を
担
保

す
る
仕
組
み
の
構
築
に
も
取
り
組
ん
で
お
り
、株
式
会

社
魚
力（
東
京
都
立
川
市
）は
こ
れ
ら
技
術
を
利
用
し
て
、

ブ
リ
や
マ
グ
ロ
な
ど
の
輸
出
の
拡
大
に
挑
戦
し
て
い
る
。

　

ま
た
、デ
イ
ブ
レ
イ
ク
株
式
会
社
や
株
式
会
社
ち
よ

だ
鮨
、ケ
イ
ラ
イ
ン
ロ
ジ
ス
テ
ィ
ッ
ク
ス
株
式
会
社
、ミ

ツ
ワ
コ
ー
ポ
レ
ー
シ
ョ
ン
で
構
成
す
る「
冷
凍
寿
司
米

国
市
場
開
拓
協
議
会
」は
デ
イ
ブ
レ
イ
ク
の
特
殊
冷
凍

技
術
を
応
用
し
、解
凍
し
て
も
日
本
産
米
の
味
が
損
な

わ
れ
な
い
冷
凍
寿
司
の
輸
出
に
取
り
組
ん
で
い
る
。こ

う
し
た
事
業
は
リ
ス
ク
が
高
く
、資
金
面
で
も
事
業
者

の
負
担
が
大
き
い
。そ
れ
だ
け
に
国
の
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ

が
必
要
に
な
る
。

　

現
地
レ
ス
ト
ラ
ン
の
料
理
人
の
教
育
も
必
要
だ
。和

牛
を
輸
出
す
る
全
国
農
業
協
同
組
合
連
合
会（
全
農
）は
、

Ｊ
Ａ
グ
ル
ー
プ
の
現
地
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
や
米
国
の
和
牛

販
売
・
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
会
社
と
協
力
し
、レ
ス
ト
ラ
ン

の
シ
ェ
フ
を
対
象
と
し
た
和
牛
肉
の
カ
ッ
ト
技
術
の
指

導
や
レ
シ
ピ
・
メ
ニ
ュ
ー
開
発
の
モ
デ
ル
事
業
を
始
め

た
。全
農
は
こ
れ
ま
で
、部
位
ご
と
に
カ
ッ
ト
し
た
和
牛

肉
を
輸
出
し
て
い
た
が
、現
地
の
シ
ェ
フ
に
和
牛
肉
の

カ
ッ
ト
技
術
を
教
え
、ブ
ロ
ッ
ク
肉
で
輸
出
す
る
仕
組

み
を
つ
く
り
、輸
送
コ
ス
ト
の
削
減
を
め
ざ
し
て
い
る
。

　

日
本
は
人
口
減
少
で
食
品
消
費
の
先
細
り
が
予
想
さ

れ
る
が
、海
外
は
人
口
増
加
や
所
得
の
向
上
で
有
望
市

場
に
成
長
し
て
い
る
。こ
う
し
た
国
・
地
域
へ
の
輸
出

を
増
や
す
に
は
農
林
水
産
物
の
生
産
基
盤
の
強
化
が
欠

か
せ
な
い
。確
か
に
生
産
者
に
と
っ
て
輸
出
向
け
商
品

は
厄
介
だ
。各
国
の
食
品
安
全
基
準
を
ク
リ
ア
し
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
し
、販
売
リ
ス
ク
も
あ
る
。農
業
界
で
は

輸
出
に
積
極
的
な
生
産
者
は
ア
ウ
ト
サ
イ
ダ
ー
的
存
在

に
見
ら
れ
が
ち
だ
。輸
出
拡
大
に
は
、国
内
市
場
に
傾
く

農
林
水
産
業
や
食
品
業
界
の
意
識
改
革
も
求
め
ら
れ
て

い
る
。�

特集　輸出加速し食品市場開拓
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